
新型コロナウイルス感染症対策として各補助金などの支援策が策定されています。
一部抜粋してまとめましたのでご参考にして下さい。

※各自治体独自の対応などもございます。また、内容が変更になることがございますので
必ず公式ホームページ等で最新情報のご確認をお願い致します。

①ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金

②IT導入補助金

③持続化給付金

コロナウイルス補助金まとめ
Vol.1

※2020年５月20 日現在の情報となります。

各種詳細に関するお問い合わせは公式ホームページにてご確認ください



※コロナウイルスの影響を受ける事業者に対し

「特別枠」が新たに設けられました。

①ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金
設備投資費用等の支援

公募要領
http://portal.monodukuri-hojo.jp/about.html

※申請にあたっては、GビズIDプライムアカウントの取得が必要となります。
未取得の方はお早めに利用登録を行ってください。https://gbiz-id.go.jp/top/
※ロゴをクリックすると、GビズIDのページに移動します。
※「ＧビズＩＤ」とは、１つのID・パスワードで様々な行政サービスにログインできるサービスです。

中小企業・小規模事業者等が取り組む革新的サービス開発・試作品
開発・生産プロセスの改善を行うための設備投資等を支援

※2020年５月20 日現在の情報となります。



②IT導入補助金
ITツール導入の補助金

申請・手続の概要
https://www.it-hojo.jp/procedure/

※申請にあたっては、GビズIDプライムアカウントの取得が必要となります。
未取得の方はお早めに利用登録を行ってください。https://gbiz-id.go.jp/top/
※ロゴをクリックすると、GビズIDのページに移動します。
※「ＧビズＩＤ」とは、１つのID・パスワードで様々な行政サービスにログインできるサービスです。

バックオフィス業務の効率化や新たな顧客獲得など
付加価値向上につながる「ITツールの導入」を支援

※2020年５月20 日現在の情報となります。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている企業向けに、「特別枠」C類型が設けられ、補助対象
範囲の拡大と補助率の引き上げが行われます。また、年度内は、通常枠のA類型とC類型にて補助
額が一定以下の場合、生産性向上・賃上げの成果は必須とはなりません

※新型コロナウィルスの影響を乗り越える為、事業継続力強化に資する、ITツールの導入等に
前向きに取り組む事業者に対して補助率を1/2から2/3に引き上げPc・タブレット等のレンタル費
用も対象とした特別枠を設けます

特別枠（C類型）が追加されました!



持続化給付金詳細
https://www.meti.go.jp/covid-19/jizokuka-kyufukin.html

中小法人等事業者向け申請要領
https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/kyufukin_chusho.pdf

個人事業者等向け申請要領
https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/kyufukin_kojin.pdf

注意）令和２年度補正予算案の成立を前提としているため
制度の具体的な内容や条件については現在検討中です。詳細が決まり次第公表予定。

③持続化給付金
売上が50％以上減少している事業者への給付金

感染症拡大により、特に大きな影響を受ける事業者に対して
事業の継続を下支えし、再起の糧としていただく為、
事業全般に広く使える給付金を支給

※2020年５月20 日現在の情報となります。


